
IV　調査結果

1．森林植生

（1）モミーツが群落（↑ab．1）

　　諦ゴ・3プ門門α一7鋤9α3乞・ゐ・♂痂レGesellschaft

　　北小野の北部にある神社ではきわめて小颪積ながらモミ，ツガ，ヒノキ，

　アカマソを混じえた針葉樹林が神社林として生育している。このようなモ

　ミ，ソガを主体とする林相を形成する樹林は調査地域内では他に見ること

　ができず特異な存在となっている。

　　この樹林の群落組成をみると，亟高木層以下にカスミザクラ，ウラジロ

　ノキ，ダンコウバイ，クリ，オニイタヤ，コナラ，カマソカなどきわめて

　多くの夏緑広葉樹種群が生育しており，クリーコナラ群集の群落組成に類

　証している。しかし，また優占木であるモミ，ツガ，ヒノキの各針葉樹類

　をはじめ，ソヨゴ，ダンコウバイ，ミズナラ，アオハダ，寂シアブラ等は

　周辺地域で生育が認められているコカンスゲーソが群集との共通種であり，

　森林相観はむしろコカンスゲーツが群集に類似している。しかし，小野地

　区の神社林は・一ム質の土壌に生育しており，コカンスゲーツが群集の標

　忘種，区分種であるミソバツツジ，トウゴクミソバツツジ，アクシバ，ネ

　ジキなどのツソジ科植物やコカンスゲ等を欠いており，コカンスゲーソガ

　群集に含めることも，現在の植生調査資料だけでは，無理である。したが

　って，ここでは将来の周辺地域での十分な類似植生調査研究を待つことと

　し，一応モミーソが群落として’まとめておくにとどめる。

（2）クリーコナラ群集（Tab．2）

　　Ca．sta益eo－Quercetum　serratae

　　調査地域内に普通にみられるクリ，コナラ，カスミザクラ等の夏緑広葉
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樹を主とした，いわゆる雑木林。

　高木層にはコナラが優占する。また亜高木層を含めてカスミザクラ，ク

リ，ア横距ダ，エゴノキ，ホウノキ等の多くの夏緑広葉樹類を混生してい

る。低木層にはダンコウバイ，ヤマツツジ，アオハダ，ミヤマガマズミ，

ツノハシバミ，カマソカ，ツリバナ，ウワミズザクラ，サワフタギ，ソヨ

ゴ，レンゲツツジなど多種の夏緑広葉樹類が混生している。草本層にはホ

ソバヒカゲスゲ，アケボノスミレ，イヌヨモギ，アキ’ノキリンソウ，ノガ

リヤス，タガネソゥなど乾燥立地生の草本植物が多く，またクズ，ミツバ

アケビ，フジなどのツル植物も多い。

　このクリーコナラ群集は裏日本気候域に対応したチシマザサーブナ群団，

および暖帯常緑広葉樹林のヤブコウジースダジイ群属の両群騒の影響の受

けない（両群団の構成種を含まない）暖帯夏緑広葉樹林として位置づけら

れる。このクリーコナラ群集は内陸性気候域の広く占めている中部地方内

陸部を中心に広い分布が認められている。勝弦調査地域内においても各地

に点在生育している。自然植生としての植分もあるが，ほとんどは二次林

としての林分が多い。工面林としてのクリーコナラ群集は若齢林が多いこ

ともあげられるが，一般に草原姓の草本植物やバラ科植物（低木類），あ

るいはクズ，フジ，ツルウメモドキ’などのツル植物が多いのが特徴である。

（3）　マツバスゲーハンノキ群集（孚ab．3）

　　Cariei　biwensis－Alneもum　japonicae

　　湿潤立地にはハンノキの優評する夏緑広葉樹林が生育している。山地谷

　部の小河州沿いや，地下水がにじみ出る山地斜面下部の泥質土壌の扇状地，

一あるいは地下水位の高い沖積低地などがおもな生育地で，高木層はハンノ

　キが優幽し，カスミザクラ，ミズキ，シオジなどを混生する留分もある。

　しかし多くの植分はハンノキー種によって高木層は占められる。低木層に

　はミヤマイボタ，クロツバラ，ヤマウコギ，クマヤナギ，ウワミズザクラ
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餐孟

野際押回．議が題．『撹叢翻騨β

Pho匙．2　クり一凝ナラ群集の群落相観

などの湿生の蔓緑広葉樹類が生育するが被度はいずれも低い。草本層にお

いては全槙被率が70％にも及び，多くの草本植物が生育している。とく

にマソバスゲ，クサスゲ，コジュズスゲなどの比較的小形のスゲ属植物が

多く生膏している。さらにヒメシダ，スギナ，チダケサシ，シロネ，ツリ

フネソゥ，ツボスミレなどが高い常在度で生難している。このハンノキ林

はマツバスゲ，コバギボウシを標徴種とし，クサスゲ，コジュズスゲなど

を区分種としてマツバスゲーハンノキ群集にまとめられる。

　ここではマツバスゲーハンノキ群集は2亜群集，2変群集が以下のよう

に認められた。

D　シロヨメナ彊群集

　　シオジ，シロヨメナ，ヒョウタンボク，ミヤマザクラ，フキ，モミジ

　イチゴで区分される。

　　シロヨメナ亜群集は小沢の最上流域で，谷も狭く，谷の両側にはアカ
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　マソの造林地が迫っている。調査品分の立地は沢に対して約15Gの傾

斜をなし，地下水のしみ出しによってうるおされていると考えられる。

の　レンゲツツジ亜群集

　　ミズキ，レンゲツツジ，スイカヅラ，トボシガラ，ミヤコアザミ，コ

　マユミ，イヌザクラで区分される。このレンゲツソジ亜群集は，さらに

　2変群集に区分され，ミツバゥツギタイグサで区分されるミツバウソギ変

　群集は，群落の高さは約三〇飛と他の植分より低く，林床はミヤマシラ

　スゲ，マソバスゲで特徴づけられる。またカサスゲ，アケボノスミレ身

　ミツバツチグリ，ゴマナ，コメガヤで区分されるカサスゲ変群集は谷底

部がやや広が？た小河川の下流域の泥土堆積の厚い立地上に発達し，林

床は大形スゲのカサスゲで特徴づけられ，出現忌数も，46種に達し，も

　つとも多い。

（4）アブラチャンーケヤキ群集（Tab．4）

　　P包rabenzo－Zelkoveもu】建1　serraもae

　　調査地域内各地の山地斜面下部に発達している夏緑広葉樹林で，高木層

　にケヤキあるいはオニグルミ，ミズキ・を優話し，比較的遠距離で他の群落か

　ら識別することができる。さらに小沢の谷頭部の凹状地に発達するミツバ

　ウツギ等の低木林もこの群集に含められる。

　　多くは高木魑にケヤキ，ミズキ，オエグルミの他コナラ，クリ，カスミ

　ザクラ，などの夏緑広葉樹類が生育する。低木愚はヤマブキ，ミツバゥッ

　ギ，ヤマグワ，ダンコウバイ，アプラチャン，バイカウツギ，イヌガヤ，

　ミヤマイボタ，ヤマウコギ，ニワトコなど多くの夏緑広葉樹類が生育し植

　；被率も高い。さらに低木層および草本層にかけてはアケビ，フジ，ボタン

　ヅル，タチドコロ，ミツバアケビ，スイカズラなどのツル植物も多く，群

　落内が他の低木類とともにブッシュ状になっている植分もある。草本層で

　は，生育する植物の種数は多くイヌワラビ，ヤマかモジグサ，トボシガラ，
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アケボノスミレ，ヘビノネゴザ，ヒトリシズカ，チヂミザサ，キバナアキ

ギリ，フタリシズカ，サラシナショウマなどの常在度が高い。

　このアブラチャンーケヤキ群集は中部地方の内陸部一帯の低海抜地に広

く分布が認められ，暖雨帯心緑広葉樹林であるクリーコナラ群集域の渓谷

林（湿生林）として位置づけられる。

　ここではアブラチャンーケヤキ群集は2亜群集，4変群集が認められた。

D　アケボノスミレ亜群集

　　アケボノスミレ，ヤマウコギ，キバナアキギリ，タチドコロ，クリ，

　カスミザクラ，ヤマウグイスカグラ，ミツバアケビ，スイカズラ，サラ

　シナショウマ，シラヤマギクなどの多くの種群によって区分される。ア

　ケボノスミレ亜群集はこの地区一帯の斜面下部などに生育しているアブ

　ラチャンーケヤキ群集の典型的群落である。

　　このアケボノスミレ亜群集には以下の4変群集が認められた。すなわち

　ヤマジノホトトギス，クジャクシダ，カマソカで区分されるヤマジノホ

　トトギス変群集およびミヤマイボタ・キンミズヒキ・ヌスビトハギ・

　辻車バノヤエムグラで区分されるミヤマイボタ変群集，ヤマオダマキ’，

　タカトウダイ，サルマメ，ノダケで区分されるノダケ変群集および特別

　の区分種をもたない典型変群集である。

　　このうち典型変群集，ヤマジノホトトギス変群集は植生高10～2◎彿

　に達する高木林であり，ミヤマイボタ変群集およびノダケ変群集は植生

　高7～9彿の低木林である。

の　コクサギ亜群集

　　コクサギ，レンプクソウ，ラショウモンカズラ，ヤマゼリ，イタチサ

　サゲで区分される。植生高7～1伽の亜高木林でオニグルミあるいはケ

　ヤキが優占木である。多くは小河川の両側に帯状に発達した植分で面積

　的にも狭い植分が多い。
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（5）　イブキヌカボーケヤキ群落（Tab。5）

　　潔記乞％加　¢ノ∫葛8即π一Zθ♂ん。〃α　38γγα6¢一Gesellschaft

　　北小野，小野神社の社叢林および，調査対象地外の箕輪村で得られた群

　落で，高木魍にはケヤキ，ミズナラを混生するが，小野神社社叢林ではス

　ギの植栽木が多く，スギの植被率は70％を越えている。しかしダいずれも

　大愚木が多く近隣地にはカツラの古木が認められた。亜高木層にはカヤが

　多く，さらに土州モミジ，エゾエノキなどが生育している。低木層にはア

　ブラチャンの半被率がもっとも高く，その他ヤマブキ，コクサギ，ウリノ

　キ，ミズキなどの夏緑広葉樹類が生育している。草本層においてはとくに

　北小野神社社叢林で植被率80％におよびヤブニンジン，ホウチャクソウ，

　クルマバソウ，イブキヌカボ，ミヤマイラクサ，ルイヨゥボタン，』ムカゴ

　イラクサ，ノブキ，イヌワラビ，レンプクソウなど多くの地中植物を含む

　多年生草本植物が生育している。

　　このように林床植生が多くの地中植物を含む多年生草本植物の生育が旺

　盛であることは湿生夏緑広葉樹林のハルニレ群団の特徴であり，ここでも

　エレーシオジオーダーの標単三ムカゴイラクサ，ルイヨウボタン，クルマ

　バソウ，ミヤマイラクサ，ウリノキなどが生育している。植生立地も傾斜

　のゆるい扇状地下部の富養土壌上にある。以上のような特徴からこのイブ

　キヌカボーケヤキ群落はハルニレ群団に属する群落としてまとめられる。

　　イブキヌカボーケヤキ・群落はここではアブラチャンーケヤキ群集との区

　新種カヤ，ノブキ，ヤブエンジン，コクサギ，イブキヌカボ，ミツバ，レ

　ンプクソウ，ヤマシロギクを群落の区分種とする。

㈲　ネコヤナギ群集（Tab。6）

　　Saliceもu磁gracilistylae

　　ネコヤナギ群集は，わが国山地帯の上中流において急流な河川の岸部に

　発達する低木ヤナギ群落である。植生高は平均2～2．5鴛でネコヤナギを
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主体とし，時にオノエヤナギを混生する。草本層は，水流の機械的な作用

を受けるため，一般に貧弱である。土性は砂礫の混在した未発達な構造を

示し，時に，基岩が裸出する場合がある。根茎は発達し，ヤナギ類独特の

しなやかな枝は洪水に遭っても容易に枯損することはない。流水に面した

前縁には草本植物群落のツルヨシ群集がふちどる。

　一方ネコヤナギは稀に池沼の岸部にも生育し，池の水位の変動に対し，

河川の場合と同様な立地をしめる◎とくに山地部に位置する比較的新しい

時代に形成された湖沼や，人工の貯水池などで，土壌の発達の遅い，貧養

な立地に見られる。

　調査地域には，急流河川が見られないが，塩尻市矢沢の通称なますや池

の岸部にネコヤナギ群落が見られた。これは，前記の群落記載の後者にあ

たる。ネコヤナギは比較的密に枝を拡げ，高さ2．5彿に達している。林床

はきわめて貧弱でわずか10％内外を示し，アオミズ，ヤナギタデ，キツ

ネノボター 唐ﾈどが散生しているに過ぎない。この留分には，池に面し，前

面にアブラガや草原が，背後にアオミズ一睡チヤナギ群落がそれぞれ隣接

群落として配分している。

｛7）　アオミズータチヤナギ群落（’Tab．7）

　　P認6α瀦。πgo∠乞α一Sα♂㍑3％ガγα9記乞8－Gesellscha釜も

　　タチヤナギは，河辺に生湾するヤナギ属の中では，主として河川の下流

　域の，歯質土が厚く堆積した立地に生塗する。したがって，大規模な河揖

　で，ゆるく蛇行する流水辺や，底盤：地に形成された三：ケ月湖などの岸部に，

　とくに頻繁に比い出される。

　　タチヤナギの優占する林分の植生高は，流水辺では3～4蹴の低木林と

　なるが，洪水の影響の少ない安定地では10寵内外に達する。林床には草

　本植物が比較的密に生育し，好窒素性櫨物のしめる割合が高い。この植生

　単位は利根川下流域でタチヤナギ群集として記載されている。
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　　Tab．6　ネ瓢ヤナギ群集

Salicetu憩　graeilistylae
Nr．　d．　Aufna㎞e：

Daも琶m　d．　Aufna㎞e＝

Hbhe軽．琵eer（m）：

起xposiもion＝

Neigung（0＞＝
（｝「Uβe　d。　？robef】L践che　（m2）：

Hbhe　d．　S七rauchschichも　（m）＝

講　査　番　号

調査年月臼

標　　　　　懇
懇　　　　　位
譲　　　　　斜
調　査　面　積

低木層の高さ
Decku塁g　d．　S七τa臓・hschichU％♪・低木層植被薬

Hbhe　d．　Krautschichも（m）＝　　草本層の高さ
D・ckung　d．　Kra・もschi・h七（％）・草本懇懇被率

Ar七enza娠1： 出　現　種　数
Ke職nar七　d．　ASS。；

　Saエix　gracilisもyla
Kennar七　（圭．　Salice七ea：

　Salix　sachalinensis
Beglei七er：

　Pilea　mong。1ica
　Polygonum　hydropipeI’
　Viola　verecu轟da
　Circaea　r殺。工lis

群築懇懇種

　　ネコヤナギ
オノエヤナギクラスの種

　　オノエヤナギ
随　伴　種

Ranunculus　quelpaer七ensis
Galiu田spuri㎜var．　echino鯉ermonヤエムグラ
Grami嶽eae　sp。　　　　　　　　イネ科の一種

アオミズ

ヤナギタァ
ツボスミ　レ

ミズタマソウ
キツネノボタン

s

s

K
K
K
K
K
K
K

131

’77

10
23

830

　L
　・
20

2．5

95

0．3

　10

9

Fundor七 調査地：塩尻市矢沢なますや池

5・5

2・1

1・2

1・2

1・2

十

十

十

十

纏縄

．灘
　　．

麟．．．i

Phot．3

雛灘

ため池の周辺に発逢したネコヤナギ群集
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　調査地域内の貯水池周辺（なますや貯水池海抜830蹴）で記録されたタ

チヤナギ林は，タチヤナギ群集の河辺におけるタイプとは異なる。タチヤ

ナギは10耀内外に達し，80～90％の被度で純林を形成している。林床

はきわめて密に広葉草本植物でおXわれ，主としてミズタマソウ，ツボス

ミレ，クルマバナ，トボシガラ，シラネセンキュウなどの多年生草本植物

に加え，アオミズ，オオミゾソバ，ツリフネソウ，キツリフネなどの1年

生草本植物も多数繁蔵し，二酉種数は32にも達している。アオミズータ

チヤナギ群落の土壌は，上流から挙行堆積した粘質土を主体とし，きわめ

て多湿で軟泥状を示す部分もある。地下水位は，貯水池の灌排水によって

響町的に変動を示すが，上流方向からの流れと，密生した植生による保水

機能によって，土壌の湿潤性は常に保たれているものと考えられる。

（8）　アカマツ。カラマツ植林（Tab．8）

　　・P‘脇3伽π3げ∠・γα．五α7乞¢♂・μ・♂・μ8－Forst

　　当調査領域内で最も広く見られる樹林はアカマツ・カラマツの人工植林

　である。この二種の植林樹種は，時に混植されている場合も認められたが，

　概ねアカマツは南向き斜面や凸状地形上の乾性ないし弱乾性立地に，カラ

　マソは北向き斜面や凹状地形上の適潤声ないし弱湿性立地にと植え分けら

　れている。そして今回の植生調査資料から，それらの植分はヒメノガリヤ

　スーアカマツ群落とトボシガラ～カラマツ群落のこ二群落にまとめられた。

　　ヒメノガリヤスーアカマツ群落は，植栽種アカマソを高木層の優占種とし，

　アキノキリンソウ，ササバギンラン，ヒメノガリヤス，アマドコロを群落

　区分種としている。ヒメノガリヤスーアカマツ群落の亜高木属，低木層

　にはクリ，コナラ，ヤマウルシ，コバノガマズ㍉サワフタギ，カスミザ

　クラ，ズミ等のクリーコナラ群集を構成する落葉広葉樹類が優占し，低木

　層にはさらにレンゲツツジ，ヤマツツジなどのツツジ科落葉広葉低木もま

　た多数見られる。草本層にはアケボノスミレ，ホソバヒカゲスゲ，サルマ
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Tab．7 アォミズータチヤナギ群落

P乞♂，α脚。9。伽・一5・∠勧・晦・・9乞∠・・一G…11sch・ft

溝r。　d．　Auf豆a㎞e：

1）aせ｝um　（玉。　Aufna㎞e＝

Hbhe疑．遡eer〈m）；
蓬＝xpositioエ1＝

蕪eiguag（。）：
G。δβ。δ。PrQb。fl琶・h・（m2）・

恥he　d．　Ba㎜schichも〈m）：
Deckung　d．　Ba㎜schi・hも（％）・

Hbhe　（ユ．　Krauもschich七　（田〉＝

Deckung　d．　K・auも・chich七（％）・

Ar七el≧zahl＝

謁　査　番　号

謁査年月　日

標　　　　　高
方　　　　　　位

傾　　　　　斜
調　査　醸　積

葛一層の葛さ
高木層擾被率
草本履の高さ
草本厨槌被率

出　貌　種　数

τre㎜ar七e口　（ミ．　Gesellscbaf毛：

　　S＆1ix　subfragilis
　　Pile＆醗。ng。1ica

Begleiter：
　　POlygonum　七hunbergii
　　Circaea　mollis
　　Viola　verecunda
　　Gra【r監ineae　sp．

　　Impaもiens　textori
　　丁田paもien＄aoli一七angere

　　Arもemisia　pri職ceps

　　Cli血OP。di㎜chinense　var・
　　ErigerOH　annuus
　　Fesもuca　parvigluma

Elaもosもema　疑mbellaもu鑓　var．

Carpesiu孤abrotano温es
Angelica　pOly醗orpha
Bromus　pauciflorUS
Cirsium　n‡PP。nicum
Chryso＄Pleni砥m　sP．

Pla漁tagQ　asia七ica
Jugians　aila漁七熱ifolia
R㎜ex諺ap。無iCUS
Eよsholもzia　ciliaもa
∋oe㎞eri＆　七riCUS王＞is

Peもasiもes　japo且icus

Ra職鷺CU主US薩ueエP＆erもe皿sis
Sも曾11＆ri＆　aq“＆もica

聡U浬益ex　obもusifoliUS

琵。s毎農lb。一田＆rgiaaもa

Oe員a具も滋e　諺島v＆Ric昂

慰u験a加rium　chiれeRse　v鼠r・

Aもhyriu磁2ycn。sor㎜
窃eum　japO飢。㎜

群落
　　　　タチヤナギ

　　　アオミズ

随　俸　種
　　　ミゾソバ
　　　ミズタマソウ

　　　ッボスミ　レ

　　　　イネ科の一種

　　　ツ1；フネソウ

　　　キツリフネ

　　　　ヨモギ

parviflorumクルマバナ
　　　　　　　　や　　　　ヒメ　ショオン

　　　　トボシガラ

　田aJUS　　ウワバミ　ソウ
　　　　ヤブタバコ

　　　　シラネセンキュウ
　　　　キツネガヤ

　　　　ナンブァザミ

　　　　ネコノメソウの一橦
　　　　混一ハコ

　　　　オ漏グルミ

　　　　ギシギシ

　　　　ナギナタコウジュ
　　　　アカソ

　　　　　フ　　キ

　　　　キツ　冬ノホ’タ　ン

　　　　　ウシハコベ
　　　　エソ’ノギシギ　シ

　　　　コバギ潔ウシ

　　　　セ　　1／

S1憩Plici翌Oユiu阻　ヒヨドリバナ

　　　　　ミヤマシケシダ

　　　　ダイコンソウ

B
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

130

蜜77

10
23

840
蕊E

　　3

225

　11
85

0．8

90

32

鼠l

K
K

K
K

K
K

5・4　・

4。4

3・3

3・3

2・3

2・3

2・2

王・2

1・2

ユ．2

1・2

1・2

1。2

1．l

l・l

l・1

1・1

÷・2

　十

　÷

　十

　十

　÷

　÷

　十

　÷

　十

ヨu且dorも 調査地：塩尻斎矢沢なますや池
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メなどとともにススキ草原の構成種であるワラビ，ススキ，オオバギボウ

シ，オケラなどが出現している。これらの種群はいずれも陽気性で，乾燥

した立地にも耐え得る種群であり，同時に凋り鞭られた場合でも繭芽再生

する力が強い事などから，この群落の立地が乾燥しており，枝打ち，下刈

りなどの施業が行なわれた事や，林冠閉鎖が不完全である事などが種組成

からもうかがわれる◎ヒメノガリヤスーアカマツ群落は，さらにソヨゴ，

ミズナラ，ウリハダカエデ，アオツヅラフジ，コシアブラなどの区分種群

により，ソヨゴ下位単位と，それらの晶群を持たない典型下位単位とに区

分される。これらの種群の相違は，ソヨゴ下位単位の方が典型下位単位に

比してより乾性の立地に位置し，施業頻度がより一少なかった事によるもの

と考えられる。ソヨゴ下位単位はさらにイヌヨモギ，ネズミサシ，アオハ

ダ，ナツハゼなどの種群を混生する下位単位とそれらを含まない下位単位

とに下位区分され，前考はヒメノガリヤスーアカマツ群落の中で，もっと

も乾燥した立地に生育するもので岩忌地などに成立する自然植生のアカマ

ツ林に種組成的に近似している。後者は二業不足から多数のクリーコナラ

群集構成種が低木麗，時に亜高木層にまで生育している。この地域の二次

林としての落葉広：蘂樹林であるクリーコナラ群集への遷移進行が弱瞭にう

かがわれる。

　トボシガラーカラマツ群落は，植林樹種カラマツを高木層の優占種とし，

トボシガラ，ノイバラ，コマユミ，ノブドウ，スイカズラなどの種群を群

落区分種としている。その亜高木層，低木層には，湿潤な立地のマント群

落構成種であるミヤマイボタ，ミソバワツギ，フジ，ヤマブキなどととも

にヤマグワ，ユガイチゴ，イヌザンショゥなども見られる。草本層には，

アケビ，ナワシロイチゴ，ヤマカモジグサ，シオデ，ツリガネニンジン，

タムラソウ，フキなどが優占している。これらの種群はその大半がやや湿

潤な立地のマント群落，ソデ群落の構成種であり，トボシガラーカラマツ

群落の立地をよく指標している。またヒメノガリヤスーアカマツ群落に比
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してススキ草原要素の種や，クリーコナラ群集の構成種はトボシガラーカ

ラマソ群落内に侵入繁茂する例が少なくない。この事は立地が湿潤な岩礫

土であることが，主な要因となっていると考えられる。一また，カラマツが

夏緑針葉樹であり，その落葉が密な堆積粗腐植層を形成し易い傾向のある

事も構成種の制限要因として働いているものと考察される。トボシガラー

カラマツ群落は，リンドウおよびヒメノガリヤスーアカマツ群落区分種で

あるアキノキリンソウ，ササバギンラン，ヒメノガリヤスなどを区分種と

するリンドウ下位単位，特別な区分種群を持たない典型下位単位，バィカ

ゥソギ，ウチワドコ・，スギナ等を下位単位区分種とするスギナ下位単位

の三下位単位に下位区分される。リンドウ下位単位は，この群落の中では

やや乾性の兆しのうかがわれるもので，しばしば低木鷹にとメノガリヤス

ーアカマツ群落と共通のレンゲツツジ，ヤマツツジが優占する事がある。

典型下位単位は，主に適品性立地に成立し，先に述べられたミヤマイボタ，

アケビ，フジなどが低木鷹，草本層で優占する。スギナ下位単位は弱湿性

立地に成立し，フキ，ミゾソバ，カヤツリグサなどの湿性指標の種群が林

床に多数出現している。

（9）　スギ。ヒノキ植林（τab．9）

　　0γyp彦・陶γ乞αプαP・π乞・α・0んα麗・・ypαγ乞3・ゐ翻8α一一F◎rst

　　スギおよびヒノキの植林は本調査対象域では，先に述べられたアカマツ

　・カラマツ植林に比して面積的に少なく，概ね北ないし東向き斜面または

　山足部凹状地の適潤性から弱湿性の立地に見られるQ今回の調査では，上

　西条でスギ植林の，高尾山西側でヒノキ植林の植生調査資料が得られた。

　スギ植林は，樹高14寵，植被率7◎％で，低木層は20％と少なくミズ

　キ，アプラチャンなどが出現している◎：草本層は植：被率が80％ときわめ

　て豊かでケチヂミザサ，ツルネコノメソウ，セキヤノアキチョウジなど

　が高被度で出現している。ヒノキ植林は，樹高12彿，9窺，植被率それぞ
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欝欝

Phot．4　アカマツの一斉造林地

熱

Phot。5　高尾山（1，016m）の自然生のアカマツを含むアカマツ人工林
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Phot．6　谷部に多く植栽されるカラマツ

瀬“

謬

饗繋網
羅琴

■湾

懸・．

羅灘、
　　　　羅

饗1

Phot．7 カラマツ植林地の林内相観，モミジイチゴ，ニガイチゴ，

ススキなどの好陽地生の植物が繁茂している。
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れ90％，低木層は発達が悪く各々10％でミソバウツギ，シナノガキな

どが出現し，草本層も余り発達せず二二率40％，1◎％でモミジイチゴ，

アマチャヅル，トボシガラ，ヤマハッカなどが出現する。それらの資料の

共通種は，モミジイチゴ，シオデ，ヤマヵシュゥなどのマント群落構成種

と，ミズキ，バクモウイノデ，ツリフネソウ，マルバスミレ，シラネセン

キュウなどのやや湿潤な立地を指標する種群からなっている。

⑯　ニセアカシや植林（Tab．10）

　　R・侃πεαP3θ醐・一α・α・乞α一Forst

　　堤平の開拓部落跡地周辺などには比較的’まとまった面積でエセアカシヤ

　が植樹されている。ユセアカシヤは北アメリカ原産のマメ科木本植物で荒

　地にもよく育ち，生長が早いことから，砂防馬，のり面植栽，街路樹，庭

　木として，一時ひろく利嗣された樹種である。調査地内での植栽林は道路

　路肩部への緑化や，あるいは用材燗の目的もかねて植栽したものと考えら

　れ，現在樹高玉2πに達している。

　　このニセアカシや林の群落構造をみると，高木第二層（亜高木層）を欠

　き，低木層も植被率10～30％と貧弱でありウワミズザクラ，ミズキ，イ

　ヌザクラなどの夏緑広葉樹類が生育している。草本層は80～90％と植；被

　率は高く，きわめて多数の草本植物が生育している。これらの林床植物の

　種構成をみると，ノイバラやナワシロイチゴなどのノイバラクラスゐ有刺

　低木植物類，ススキ，ミソパッチグリ，ノコンギク，ヒヨドリバナなどの

　ススキクラスの種群，ヨモギ，トボシガラ，アキノウナギツカミなどのヨ

　モギクラスの種下，ミミナグサ，ヒメジョオン，カタバミなどのシロザク

　ラスの種群など極々の異なる群落の構成種群が無秩序にして生育している

　様に見えるのが特徴である。逆にウワミズザクラ，カスミザクラなど夏緑

　広葉樹類の混生がおさえられている。

　　以上のような林床の草本植物の繁茂の傾向はニセアカシや植栽林の一般
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τab。壌0 ニセアカシや植林

1～06乞π乞α　P33上棚。一αoαozα一Forsも

通　し　番　号 1　　2
暫r。　d．　Auf｝nahme： 調　査　番　号 27　32

Datu田　a．　Aufnah鷹e； 調査年帰9 177　聖77

6　　6

W　　8

H6he資．賊eer（m）： 標　　　　　高 40940
Exposition＝ 方　　　　　位 L　NW
醤ei〔脚g（o）＝
Urぢ8e　a．　Probefl姦。熱e　（m2）：

傾　　　　　絹　　　　　　　P

ｲ　簸　面　積
　。　　3

V5400

Hbhe　d．　B＆㎜schicht－1｛阻〉＝ 高木第1層の高さ 12　12
Deck肥g　d．　Ba㎝schまcht－1（％）・ 高木第1層橿被峯 80　75
Hbhe　虚．　Ba田nschichも一2　（m＞； 高本簗2屡の高さ o　　　　　　　　　．

Deck㎝g　d．　Ba㎝schichも一2（％）：

gbhe虚。　S廿auch3chicht（孤）；
薩難毯響警 ゆ　　　　　　　　　．

Q　　1
Decku轟g　d．　S七r底uchschicht　（％）； 低木層櫃後率 lO　30
H石he　a．　Kr＆utschicht（恥｝＝ 草本層の高さ ．80．5
Peck皿g　d．　Krau七schichも（％〉＝ 綴本層櫃核率 90　80

Ar土e鳳羅ahl言 出　現　種　数 30　47
6epfユanzte　B＆u砺　　　　　　　　　植 栽　種

Robi丑ia　pseudo－acacia 漏働アカシア ．B1 5・55・5
s 十　　　。

Arten　d・Fagetea　creロatae　3 ガナクラスの種
㌘runus　graya轟a　　・ ウワミズザクラ s 1・2　÷

Sasa　senanen3i3 シナノザサ K 1・2　工・2

Arten　d．　Rosetea　鵬U1もiflorξしe＝　　　　ノ　イ パラクラスの橿 P

Rosa　瓜u1もiflora ノイバラ S ＋　3・3
K ＋．・22・2

2ubus　parrifolius ナワシ凱イチゴ　　　　　　　　　　　　　　S 護 1・2＋・2

Arもezl　a．　～畷iscantheもea　　sinens主S＝ ススクラスの種
…》oteRもiエユa　freynia夏a ミツバツチグリ K ＋・21・2

Asもer　ageロaもoides　var。　O▼a加3 ノコンギク
K 1・2　＋

Eupaもorium　chiae見3e　var．　si田pliciも01iu皿 ヒヨ　ドリバナ K ÷・2　＋

Arもen　d．　Arむemisietea　princeps； ヨモギクラスの種
Ar七e田isia㍉pri夏cePS ヨ　　・を　　ギ K 2・21・2
汐es加ca　parviglU口吟a ト㎡シガラ K 工・2　2・2

POlygonu鵬　sieboldii　vεしr．　8es七ivU田 アキノウナギツカミ K 3・31・2
RuロIex　obもusifollus エゾノギシギシ K 1・2　や

Arten　d・　Chenopodieもea＝ シロザクラスの種
Cerasもium　holosteoides　var． h晒11aisaロe鳳se　　ミミナグサ K 1・2＋・2

8riger。n　annUUS ヒメジョオン K 2。2÷・2

Begleiもer言 その飽の種
Agr。S蝋S　Clav醜a　v町．　nukabo ヌ　　カ　　ボ K ＋　レ2

鋤二一園の種

Au6erde皿3e　ei㎜al　in　Aufna㎞e　餌r．　L　Symgl。cos　chinen8is　var・1eucocarpa　f・pilosa
サソク幽艶　K一＋，Pru轟us　verecundaカスミザクラS→，　Cornus　controvers＆ミズキS－1・2，　Lo漉icera
gr往cilipes　ヤマウグイスカグラS一÷，　Euphorbi＆pekiaenslsタカトウダイK－1・2，　Peもasiもe3蕊apoaicus
フキK－1・2，Pactyユis　glomeraもaカモガヤ　K一王・2，　Galium　spurium　var・echiaosper鵬。隠　ヤエムグラ
K＿2．2，Sもe1ユari8　me虚ia，、謂べK＿2。2，…｝oユygonu皿perfoliaもu瓜イシミカワ　K－1噛2，　Polygo具ロ藷

lo夏9iseも㎜イヌタデK－1’2，　Cirsi㎜寵pponic㎜ナンブァザミK一＋・2，　Physalis　alkekengi　vaL
fτ＆acheも1iぷオズキK一＋，｝魁cleay島cor虚aもaタケニグサK一＋，宏araxacu蹴offici漉aleセイヨウタンポポ
K一州，ia翼エ㌧2；甑1us　siebo1（天iiズミS一＋，　Wisもeria　f］Loτibundaフジ8工一＋，　S→電2，　K一転，　Acer

cr島毛aegifo主iu血ウリカエデ　S一十，　Chae旦。冊eles　japonicaクサボケ　S一軒黎，　Prun蟻3　buergeriaaaイヌザクラ

S一十，Viola　verecu瓜｛王aツ颪スミレ冠一3・4，8r且chypodium　sy三vaもicu撫ヤマカモジグサ　葦ζ一1・2，　Ade鳳ophora

もriphylla　var・」3po鳳ica　ツリガネニンジン　K一÷，　Commelina　com血uni3ツコ」クサK－1。2，ムs㌻er　ageratoides

var．　se瓜ia田Plexicau工isヤマシロギク　K－1・2，　Lacも裡。往i誠dica　var・1aci脆i鼠もaアキノノゲシ　K－1・2，　Lonicera

japoロicaスイカズラK一＋’2，（｝er駄臓i㎝もhu鋤erg氣グンノショウコ　K一÷・2，　Se夏臼cio　c繊abifoliusハンゴンソウ
K一＋・2，Akebia　quinaもa　K一＋，…｛u皿ulus　玉up犠1us　var・cor畦ifoliusカラハナソウ　K－1’2，　Xisc昼Rもhus

si轟ensisススキ…く一＋，　L潔eri3　denもaも＆ニガナK一＋，　Plecもr＆ロもhu3　i臓flaxu3ヤマハフカ　K一＋，　Sanguisorb＄

officinalisワレモ調ウ　K「→一，　A箆9e工icaαecursiv＆ノダケK一÷，　Serraもula　coro二a七a　vaL　insu1群τis

タムラソウ　　K一＋，LastreaもhelypもerisヒメシダK一＋，　Arrhea＆theru魚e1＆もiusオォヵニッリ　K一＋，　S七＆c贈s

匪ap・ni・・vaL　inも・rm・diaイ廻ぎK一÷・Ga鷲鵬Kik㎜ugu∫3キクムグラK一馬Planも＆9。　asiatic鞭オ’匂

K碑，Li鳳u凪1eich擁漁ii　var．もigrinu田コオ晶ユリκ一覧，　C＆rex　incisEカワラスグK一＋，　Oxahs　c。rnicuユ醜a
カタバミ　　K一＋，A上opecuru3　ae“ualis　var・a凱urensis　スズメノテッポウ　K一÷，　Luzula　capiも舷taスズメノヤリ
K一＋，

澄undort　　調　　査　　地：堤平林聞掌聖交そ「ぱ
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的傾向であり，これはニセアカシヤの枯茎に発達した根りゅうバクテリヤ

が空中窒素を固定することによって土壌が過窒素状態にあるためと考えら

れる。

2．草原植生

⑳　シナノザサ群落（Tab．11）

　　5α3α　38παπθπ3乞3－Gesellscha£乞

　　アカマツ・カラマツ植林などの林縁において安定した土壌の上には，し

　ぼしば植生高1配余りのシナノザサの帯状に密生した植分が見られた。こ

　の様な植分はシナノザサを区分種とし，ノハラアザミ，タムラソウなどを

　上級単位ススキクラスの種として有するシナノザサ群落にまとめられた。

　この群落は，シナノザサ，アケビを優占種とし，ヨモギ，ノイバラ，ノハ

　ラアザミ，タカトウダイなどを散生する。

　葉樹林の林床に優干することが多く，硫気孔周辺ではススキと混生し草原

　を形成する事などが知られており，本地域内でも下縁以外にカラマツ植林

　やコナラ林の林床にも，その侵入が認められたQ

㈱　篇ガイチゴ群落（Tab，12）

　　2麗勧8競oγoμy〃翻一Gcsdls曲＆鈴

　　当調査対象域の林縁，畑放棄地，伐採跡地などには，キイチゴ属のニガ

　イチゴの優占する植分が随所に見られた。これらの植分はニガイチゴ，ナ

　ワシロイチゴを区分種としてニガイチゴ群落にまとめられた。　この群落は比較的

　富栄養な立地の二次遷移初期に成立するもので，ニガィチゴなどのキイチゴ属落葉

　広葉低木が優占する他は，日照条件，水分条件などのわずかな立地の相違により，

　その構成種を大きく変えていく。みどり湖南の畑放棄地で得られた資料には

　トボシガラ，ゲンノショウコ，ソユクサ等の路傍や畑地などに見られる種
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　　　　Tab。質　シナノザサ群落
5・・α・・π・π・π・客・一9ese王1sch＆f乞

醤r．δ・Aufnah澱e：　　　　　　　　．　調　査　番　号　　30

Da七um　d．　Au£nah滋e＝

p｛δhe　U．　滋eer　（醗〉＝

講査年月　饗

W　　高

「η

@6
@8

X轟0

Exposi範。獄 万　　　位 L
聾eigung（o）：
f。δβ。d．P。・b。f1琶。h。（麟2）、

傾　　　麟、

ｲ壷細横
”5

｝｛δ｝1e　d．　Kr鼠uもsc鼓ichも　（羅）： ．韓懸の高さ 1．2

3e礁u轟9＆訊rau七sehicht（％）： 草本磨櫨被率 95

Arもenzahl： 出　葺　　箭 B
Tre訟照rt　d．巳esellschafも；　雛洛区分種

Sasa　sen鼠丑ensi＄ シナノザサ 5・5

Arten　d。　鼓iscanもhetea ススキクラスの僅
Cirsiula　．taaakae ノハラアザミ 1・1

SerraもUla　coro漁aむa　v＆r．　1nsularまS ．タムラソウ ÷

Thalic七rum．mi鷺US アキカラマツ
ナ

Vicia㎜ijuga ナンテンハギ
十

登・gl・i七er・　　　　　　　縫俸 種
Akebia　quin邑七a

アケビ
2・3

Arもemisia　pri鳳cePS
qosa　照U工もiflora

ヨモギ
mイバラ

1・2

P．2

Euphorbia　pekin帥sis タカトウダイ 工・1

Rubus　parbiflora ナワシロイチゴ ＋・2

Geraniu！n　もhuabergii ゲンノショウコ ＋。2

Eriger◎n　annUUS ヒメジョオン ÷

Lacもuca　indica アキノノゲシ 千

　　　　　Fundort　講野地　：堤平祢悶学校そば

群が多く含’まれ，それに対して高尾山西のカラマツ植林林縁で得られた資

料にはススキ，アキノ．キリンソウ，ヤマハギ等のススキ草原構成種が含ま

れ，前者に比して後者の方が二次遷移がより進行していると考えられる。

㈲シバ．Q落（Tab．13）

　　Zoy3乞αブαpoπ乞。α一Gesellschaft

　　シバ群落は，岡谷市高尾山西側で植生調査資料が得られた。植生高10

　㎝，樟被率90％でシバが：被度・群度，5・4で優回する群落である。群

　落区分種はシバ，ネズミガヤ，ヒゲシバ，ヤハズソウであり，ほかにアカ

　ツメクサ，．カゼクサ，シロツメクサなどが比較的高い三度で生育しており，

　出現種数は14種を．数える。現在・までのところシバ群落は調査地域内の一

　地点で植生調査資料が得られたにすぎない。
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　　　　　　　　　Tab．12　ニガイチゴ群落

聖画3編・ア・Pんy〃葛ザGeseBscha重t

通　し　香　号 1 2

翼r．　d．　A犠£na㎞e； 調　査　番　号 20 59

D匹七㎜　d．　Aufn＆h搬e＝

?δhe　U．　Neer（醗）：

講査年月　ヨ

W　　　　　高

，77

@　6

@　9

W55

ワ7
@　　6

@　　8

P060
Exposiもio具： 方　　　　　位 L L
Neigun蓮ζ　　（o）　：

frδβe　d．　Prob丁丁】．蕊che　（膿2）：

．傾　　　　　斜

a@査、面　積
　9

P0
　●

､。

｝｛bhe　（玉．　Kr＆uむschichも　（翔）； 草本層の高さ 1．5 1．5

D臼ckung　d．　Krauもschichも（％）： 草本騨樒被率 90 75

Arもenz包h1： 出　現　種　数 14 22
？renn鼠r七en　d．　（｝ese王1schaf七： 群落乳分．1．1

髭ubus　醗icrophy1王us ニガイチゴ 4・4 5・4
　　衰ubus　p包rbiflor＆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

?r七en　d．　Arもemi＄ieもea　u．　Cheaopoδieもea：ヨ｛

ナワシロイチゴ
ｬ及びン窃ザタラスの種

1・2

工mpa七iensもexもori ソ亨フネソウ 十 ・

　　Geraniu伽　もhunbergii

@　Fes七uca　p艮rvigluma

@　Erigeron　anロuus
@　Co㎜e主ina　　co田田u具is

`rもeaδ．梅scaa撫eも鰍sinensis；　　　スス

ゲンノショウコ
gボシガシ　　　　‘ヒ．メ　ショオン

cン・クサ
Lクラスの．種．

　十

P・2

P・1

?・2

珂iSCεL轟もhus　sinensis
ススキ

， レ2
Solidago　virga－aureε』var・　asia七ica

kespedeza　bicolor　f．　acuもifolia

アキ　ノ　・・や　リ　ンソ　ウ

с}ハギ
o， 1・2

P・1

Lysi田achia　cleもhroides オカトラノオ ・ 王・1

Ixeris　den七a七a 」カナ ． 十

恥pa七〇ri㎜chi臓e漁se　v＆r・s漁Plicif。lium ヒヨドリバナ ． 十

Σ》七erldiu購　絃（王uilinum　var・　ユaもiusculu鵬

oo七enもi1工a　ぞreyn三an＆

ワラビ
~　　　ツ　ノミ　　ツ　　チ　　グ　　リ

十十

Sangui30rba　offici轟aよis
ワ　レモ＝7ウ　　　　　　　「

◎ ÷・2

Asもer　　scaber シラヤマギク o 十

8・窓1eiも…　　　　　　　　　　　　　随 伴　種

㌘ae（ieria　SC＆糞denS　V励r．　mairei ヘクソカズラ ÷ 十

Cl∈｝m琶もi3　　径pii｛o工i翫

tesも¢ri駐　f三〇ribun（i＆

ボタンズル
t　　ジ

2．2

O・2

隷ebま＆q犠in鼠七a アケビ 1・2 o

Dloscorea　重｝okoro 卜箒ロ ＋・2 ●

CocculUS　もr三10bUS アオツヅラフジ ÷ ●

201γgonu騰　O（玉or＆も㎜ アマドコロ 十 山

王》eも＆siもes　謡＆ponic鷺s

uiola　　rossま

フ　　キ

Aケボノスミ　レ
1・2

竅E2

Cal＆購gr。sもis　h誌。ne登sis
AC三e＆y島　cord＆も践

ヒメノガリヤス
^ケユグサ

牽．2

@牽

Scirp疑S　》ich蟻rae アブラガヤ o ÷

Zanもhoxy三u鵬　chinifoli聴m イヌザンショウ ， 十

i【ou篇gi＆　く玉e漁も＆七＆ ヤクシソウ ● 十

Sy鑓P】．OCO3　　8chinensis　2。　pi1◎sa サワ：7タギ ● 十

Ar七e鵬isi段princep箪 ヨモギ o 尋

Asもer　glehゑii　var．　hondoeロsis ゴマナ ・ 十

F職aor七調査地； Nr．1書．象ケ澗みどり湖南 聾r．2：高尾由憂巨
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雛

Phot．8　伐採跡地に発逢したニガイチゴ群落

．購麺．。

Phot．9　ニガイチゴ群落の構成種，ニガイチゴ
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磁i職羅燃糖疑欝
磁答

騰灘灘灘謬繊

轟灘難
轟

譲

、ぐ、

　数，

Phot・10

三三灘聾灘灘灘灘韓

　　　　　　　　　　　門妻

諏撫灘醸鶉

簸

。メ鑓

寒｝∫ド囁

霧

　ドオ

薮

7躍

轍麟
伐採跡地などの秋季の旧観，ススキが自立つ

　　　　　　　　　　　Tab．13　シ

　　　　z・y3‘αプαP・π乞・α

Nr。　d．　Aufn＆㎞e　3

Datum　d。　Auf蕊ah援e；

……6he　U．珂eer（組）；

Exposi七ion＝
ぎ艶蟹．（o）；P。。b。催。h。（m2）

バ群落
一Gesellschaf宅
調　査　番　号

調査年月　B

標　　　　　織
方　　　　　位
譲　　　　　麟
調　査　面　積

Hbhe　d。　Krauもschicht（鵬）＝　　軍本脳の高さ
Decku漁g　d．恥・uも8chi・hも（％）・講本厨顧湊率

Ar七eと｝zah1： 出　環　種　数

野e㎜arte親瓜Ge3ellschafセ群落分
　2。y8ia　3ap。nica　　　　　シバ
　超uhle塾bergia　3apoaicε」　　　　ネズミガヤ

　　Sporobolus　3aponicus　　　　ヒゲシバ
　　薮um血erovia　striaもa　　　　　　　　ヤハズソウ　　・

Ar七e亘d．　N三scantheもea　3inen8i3：ススキクラスの種

　　｝藍isea轟もhus　8iae職8is

　　Le3pede乞a　CU鳳eata
　　A】5te騰i8i巳　japo憂ic蕊

Beglei土er3
　　τrifoliuロ毒　】；》rate】急8e

　　lillr＆9τ08ti8　ferrugi1≧e呂

　　τrifoli㎜　repe登s

　　Vicia　cracca
　　Oe嶽。もher＆　bienlli8

　　Picri5　hieτacioide8　vay．

　　Arもe笛i3ia　princep8

F蔓naort　　調　　査　　地：

　　ススキ
　　　メドハギ

　　オトコヨモギ
随　伴　種

　　アカツメクサ
　　カゼクサ

　　　シロツメクサ

　　クサフジ
　　アレチマツ3イ

9工abyescen8
　　　ヨモギ

コウゾ窃ナ

136

，77

玉0

24

980

　S
　9
　4

0．1

90

14

高羅山西
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5・4

＋。2

　十

　十

1。2

幸・2

　十

1・2

1。2

÷・2

　十

　十

　十



⑳　ヨモギ群落（Tab．14）

　　ノ4γ6ε7π乞3乞αPγ乞πoθP3－Gesellschaft

　　堤平付近において，道路沿いの斜面肩部にヨモギが優占する植分が認め

　られた。植生高は1加，植被率は90％に達する。ヨモギの他に，ノコン

　ギク，カワラマツバ，ミツバツチグリ，ノハラアザミ等のススキクラスに属

する多年生草本植物が顕著である。またこの群落には，ヒメジョオン，ア

キノノゲシ，ヤクシソウ，イヌタデ，アレチマツヨイなどのシロザクラス

に属する一年生草本植物が多く含まれている。全体として，ヨモギ群落は

一年生草本植物群落（シロザクラス）→二年生草本植物群落→多年生草本

Tab。鈎　ヨモギ群落
オγ彦・競・乞・Pγ乞π・ゆ・一Gese11． 唐モ?ａｆ?

Nr．　d．　Auf鳳a㎞e＝

D邑t㎜d．Aufna㎞e＝

Hbhe琶．　Neeτ（m’；

ExpositiOE：
Neigung　（0ノ：

G鵡eδ．Pr。be継che（m2）

Hbbe　d．　Krautschicht（ロ）＝
三）eckung　d．　Krau七schicht　（％｝：

Arもen2ah1：

講鷺番号

調査年月日

標　　　題言i

方　　　位
傾　　　 尉

調査面積
蕊本層の轟さ

華本廟橿被率

出　現種数
Tre㎜artep　d．　（｝esel工schafも＝

Ar七e田isia　princePS’
Po王ygonum　Seロもicosum

Arte鳳莚．雑isca駄the毛ea＄ine聴sis；ススキクラスの種

A§むer　ager帥。ides　vaτ・。vatUS

Galium　veru掴var．　asiatiCU田
Potenもま1工a　freyniana

Cirsi㎝もan櫨ae
Sanguisorba　of£ici轟alis
殺ysim＆chia　clethroides

Begleiもer3
Sas＆　sen＆nensis
Paederia　scaz｝在enS　var．　臨airei

迎riger。鷺a閃u血s
I」actUCεL　indica　var．　laci撤ia七a

YOU誕gi＆　de鳳ticulata

Polygo恥m　longise七㎝
Oe臓。弍｝hera　biennis

C。㎜elina　c。剛志is
葺こubus　microphyllus

Dacもylis　glomeraもa
Rubus　parviflora

．翼osa　multlflora

F㎝doτも調査地＝堤平林蔵学｛交そば

群落区分穫

　ヨ絶ギ
　ママコノシリヌグイ

　ノコンギク
　カワラマツバ
　ミツバツチグリ
　ノハラア．ザミ

　ワレモコウ
　オカトラノオ
随伴種
　シナノザサ
　ヘクソカズラ
　ヒメショオン
　アキノノグシ

　ヤクシソウ
　イスタデ
　アレチマツヨイ

　ツユクサ
　昌ガイチゴ
　カ屯ガヤ
　ナワシロイチゴ
　ノ4バラ

28

，77
6

8

940
を

5

1

go

20

4’4
十

1．2

＋・2

÷・2

十

十

÷

1・2

1・2

＋・2

十

÷

÷

十

十

÷

÷
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植物群落（ヨモギクラス，ススキクラス）へと発達する遷移の途上にある

と考えられる。

㈱　カモガヤ草地（Tab．15）

　　のαo妙♂乞3〆。伽γαどα一Wiese無

　　調査区域には，カモガヤを主とする外来牧草播種地が随所に見られる。

　特に堤：平から勝弦配水池周辺の山足部には顕著で，大半が採草地として利

　用されている。得られた資料は和手溜池付近の最も大面積のもので，オー

　チャードグラスとも呼ばれるカモガヤ，アカツメクサ，シロツメクサが混

　播されている。一般に日本の牧草地では，草地の経営年数が長くなるか，

　’または過剰に施肥された場合には，ギシギシ属などの雑草が侵入繁茂し，

　草地として不適当になる。この資料においても，エゾノギシギシ，ヒメジ

　ョオン，アレチマツヨイ等が多数出現しており，牧野としての利用価値が

　　　　　　　　　　　Tab．15　カモガヤ草地
　　　　　　　　のαo妙～乞89～o碗γ碗α一Wiese獄　，

1 2

聾r．d．　Aufnahme： 調　査 蚤　号 26 24

Daもum　d。　Aufnahme：

gδhe縫．逝eer（m）：

調査年

W

月　厨

@　高

ワ7
@　6

@　8

XQO

驚77

@　6

@　8

X00
8xp。si七i。n： 方 位 SW SW
灘n葺．（呈ll、。f、、。、。（。・）、 頗調　査 　　　斜

氈@積

　3

Q5
　3

H6

Hδhe　d．　Krauもschich七（田）＝ 草本層の 高さ 1・2 1・0

Deckun窮d・Krau七schichも （％）；草本層植 被率 90 95

Arもenzah王： 出　王 電 5 8

Gepfエanz七e　Ar七ea：　　　植 栽　種
Dacもylis　g工omeraもa カモガヤ 5・5 5・5

Trifoユiu恥　praカθnse アカツメ クサ 1．2 1．2

Trifoliu殿repens ’ンロツメ クサ’
● 幸・2

Beglei七e「＝　　　　　随 俸　種
R㎜ex　ob七usifoliUS エゾノギシギシ 1・1 2・2

猛riger。n　annUUS ヒメジョ オン ＋．2 十

Pla漁七ago　asiaもica オオバコ 十 ●

Oeロ〇七hera　bie旦nis アレチマツ ヨイ ● 十

R㎜ex　ace七〇seUa ヒメスイ ，く ．
（÷〉

Ju戯cus七e漁uis クサイ
o （＋・2

碧㎝aorも　調査地：利手溜弛そば
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下がる傾向にあった。

個　カゼクサーオオバコ群集（孚abほ6）

　　Eragrosもio　ferr疑ginei－Planもagi箆etu磁　asiatieae

　　ヵゼクサーオオバコ群集は農道や林内の散策道上に発達している踏跡雑

　草植物群落である。本調査対象域．では岡谷毒高尾山北側で調査資料

　が得られた。群落の高さ20～30伽，植：被率20～60％で，カゼクサとオ

　オバコが被度，群度ともに優占している。カゼクサを標徴種とするこのカ

　ゼクサーオオバコ群集は出現種数2種でカゼクサとオオバコだけが生育す

　る典型亜群集と，ヌカボ，ミツバツチグリで区分されるヌカボ亜群集（平

　均出現種数6～8種）が認められた。

　　　Tab。16　カゼクサーオオバコ群集

冠ragrosもio　ferrugin6i－Plaaもaginetum　asiaもicae

Nr。　d．　Aufnahme：

Datu田d。　Auf無ah鵬e：

通　し　番　母

調　査　番　号

調査年月日

H6he種．醒eer（鷹〉：　　　　　　標　　　　高

Exp・si七ion：　　　　　　　方　　　位
Neigung　（o）；　　　　　　　　　　　　　　　　傾　　　　　　　　　斜

G・δ8・d．P・・b・館・h。（。2）・　調査闘穣

H6he　d．　Krau七schich七（組）：　　草本本の高さ
Deckungδ・Krauもschich七（％）：草本層耳元率

Ar七e駆zahI：　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　現　　種　　数

Ke㎜ar七δ・Ass．＝　　　　群集標連隊
　EragrOS七is　ferruginea　　　カゼクサ
聖renn＆r七en　d・Subass・：　鍾群集区分穏

　Agros擁s　clavaも乱vaL　nukabo　ヌカボ
　P・も磁illa　f・・yaia聡　　　ミツバツチグリ
A・も・・δ・hbh・ren　Ei・h・i七・n・上騨位の種

　Plaaもago　asia七ica　　　　　　　　　　　オオノく諏
王3eg】．ei七er：　　　　　　　　　　　　　　　　随　 俸　　種

　Dac七ylis　glo鵬ra惚　　　　 カモガヤ

　Geraai㎜もhunbergii　　　　ゲンノショウコ
　Ka工im6ris　yomeロa　　　　　　ヨメナ
　JunCUS七enuis　　　　　　　クサイ
　Ku㎜erovia　s七ria七a　　　　　　　　　ヤ’、ズソウ

　Sanguisorba　officinalis　　　ワレモコウ

恥ndort調査地：新倉高尾山北

　　　　　　　　　　「145一

　1　　2　　3

13　16　15

「77　墜77　，77

　6　　6　　6
　6　　6　　6

935　940　940
　L　　L　　L
　・　　　　　　　．　　　　　　　●

　1　4　　8

0。2　0．3　0D3

40　60　20

　2　　6　　8

3。42◎2　3畠3

・　1・21・2

・　　十　　十

2・2　3◎3　3・4

・　　十　　　。

・　　÷　　　・

’　　・　工・2

・　　　・　　十

。　　。　　十

曾　　　・　　　十



⑳　ノダイオウ群落（孚ab．17）

　　1～z↓ηzθ¢　∠oπ9乞∫o∠乞zる8　－Gesellschaft

　　高茎の多年生草本黒物群落である。群落の高さは150㎝に達し，植被率

　も80％に達している。調査地は腿谷市，川岸の西側山地の小河川内の玉

　石状の河原上であり，ノダイオゥ，ナンプアザミ，オオバセンキュウを区

　分種としてノダイオウ群落としてまとめられたQこのノダイオウ群落はフ

　キ，ヤマゼリ，ダイコンソウ，ヨモギ，イタドリ，アカソ，ツリフネソウ

　など多くのヨモギクラスの種群を混生しており，好窒素性多年生草本植物

　群落のヨモギクラスに含め’まとめられる群落といえる。

⑱　スズメノテッポゥーハコベ群落（孚ab．18）

　　．4∠opεo乱γ％8　pγαオ6π3ピ8＿5まθ〃αγ‘α　2π¢4乞α一Gesellschaft

　　堤平付近の畑放棄地に見ら再た雑草群落は，スズメノテッポウ，ハコベ，

　　　　　　　　　　　Tab．17　ノダイオウ群落
　　　　　　　R葛η¢｛τ　∠oπ9乞∫o∠乞秘3二Gesellsch㌫fも

醤Ld・触fna㎞・・　　　調査声母

Datum　d．　Aufn＆㎞e：　　　　　調査隼月黛

騒6heU．　N・er（田）、　　　　標　　舗

8xp・siもi。n；　　　　　　方　位
斡e1霞ung（。）：　　　　　　傾　　麟
Gr63e　d．　Probef1証che　（m2＞；　　　‘凋流藤積

猛δhe　d・Krau、schich七（醗）：　藁本繍の縄さ
D・・ku・g　d．　Kra・tschi・ht（％）・章奉層棲被寮

Arten影＆h1：　　　　　　　　　　　　出　 現　．種　数

Trennarten　d．　GeseUsch絃ft＝群落区分櫨
Eumex　loΩ91folius　　　　　 ノタ『イオウ

Cirslu冊nipponicu脇　　　　　ナンプアザミ
Ange工ica　鼠enロflexa　　　　　　　　オオ’くセンキュ．ウ

Arten　d．　h6heren秘nheiten；上徴単位の揮

Petas琵es　japoniea　　　　フ　キ
Ostericu恥　sieboldii　　　　　　　ヤマゼリ

Geu愉謳po甑。㎝　　　　　　ダイコンソウ
Hemorocallis　longiむuba　　 ノカンゾウ
Artemまsia　princeps　　　　　　　　　ヨモギ

Boe㎞eri脇for田os騒na　　アカソ
POlygonu田cuspidatum　　　イタドリ

謝翻：。謙跳en㎜潔徽。ガ
Beg三eiter；　　　　　　　　　　　　　　　整透　　千善　　穫

£uphorbia　p㊧装inen8is　　　　タカトウダイ
黛OSもuca　parvig三㎜a　　　　　トボシガラ
Colyd＆1is或ncisa　　　　　　ムラサキケマン

Fundort　轟麗　　二査　　地：夏明ノかく
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シロザ，ナズナ等を区分種とするスズメノテッポウーハコベ群落として認

められた。群落高は0．7窺，植被率は70％である。この群落にはハコベ，

ナズナ，ツユクサ等，広範に生育している畑地雑草の他に，冷涼な気候を

反映して，ブナクラス域の畑地雑草群落ナギナタコウジュ一骨チジョウナ

群集の標徴種，ナギナタコウジュが含まれている。’また一斗度で生育して

いるスズメノテッポウを始め，オオイヌタデ，スカシタゴボウ等の水田雑

：草を混えていることは，やや湿潤な立地であることを示している。他に，

ヨモギ，ヒメジョオン，オオバコ，オオジシバリ等の多年生草本植物が出

現しており，やや遷移の進んだ状態であると考えられる。

㈱　ミゾソバーアカバナ群落（Tab．エ9）

　　Po砂goπ脚πオ勧π加γ9琵一Eμ♂oゐ乞葛瀦ノ）yγγ乞。ん。♂01）ん葛加一GeseRsehaft

　　水田には，古くから定期的な管理が持続される結果，イネの生育期間お

　　　　　　　Tab．18　スズメノテッポウ一婦コベ群落
　　　7／4∠07）80％γ％8　p7・α～68π8乞3－5～5θ∠♂αγ乞α　ηzθ（オ乞α一Gesellschafも

Nr．　d．　Aufnahme；

Datum　d．　Auf践ahme＝

H～5he　U．　｝｛eer　（ロ1｝：

Exposition：
灘1鯉ll二、。f、、。h。（。・）、

Hδhe　d．　Krautschichも　（醗）：

D・ck㎜g　d．　K・auもschi・ht（％）・

Arもe臓zah1：

謁　査　番　号

調査年月日

籐　　　　　高
方　　　　　位
頭　　　　　斜
謳　査　薗　製

葦軍戸の高さ
草本罎植被峯

出　現　種　数

Tre鳳蕊arten　d．　GeseUschaft　　　群落区分橦

虹opecurus　amurensis　　　　　スズメノテッポウ
Ste鷺aria田edia　　　　　　　　　コハコベ
Chenopodi㎝alb㎜　　　　　　　　シ　ロ　ザ
Capse11＆bursa－P邸toris　　　　ナ　ズ　ナ
Co㎜藪i聰。。㈱unis　　　　　　ツユクサ
Elschoユtzi＆ci蔦ata　　　　　　　ナギナタコウジュ
Ceras七ium　holosteoidos　vaL　hallais靱e具3e　ミミナグサ

Beg】L（｝iter3　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪　　伴　　種

Artemisi包　princeps　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　モ　　ギ

Erigero鳳　annUUS　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメジ　ョオン

R㎜ex　ob七usifolius　　　　　　　　 エゾノギシギシ
Polygonu四1apaもhifoli㎜　　　　　　オオイスタデ
Sもe1】Laごia　aquatica　　　　　　　　　　　　　　ウシハコベ

VerOEic註arvense　　　　　　　　タチイスノフグリ
Erigeron　caoadensi3　　　　　　　　　　　　　ヒメムカシヨモギ
Pla』ユtago　asiatica　　　　　　　　　　　　　　　　オオ’《コ

Ixeris　deb主1is　　　　　　　　　　　オオジシバリ
R㎜ex　aceもosella　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメスイバ

Rorippa　islan＆ica　　　　　　　　スカシタゴボウ

恥maort　調　査　地　堤・平林間学校そば
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Po∠yg・筏翻

Tab。19　ミゾソバーアカバナ群落

オん払πゐ8γ9乞ご一E．7）ε∠o」う乞％η2P3ノγγ乞。ん。∠OPんz↓疏一Gese圭18ehafも

　　　幽

ﾊ　し　番　号 1 2

濁ア．　a．　Auf夏亀㎞e　3 講　査　番　号 67 6◎

D＆も疑蹴　d．　A“f厭＆h題e3 調：変年月目 ワ7 曾77

も も

10 10

泌he犠．　Heer（醗）： 檬　　　　　高 890 860
Expo＄iも三〇n＝ 方　　　　　位 L L
琵ei四四9（o）＝ 傾　　　　　斜 ・ o

Grδβe　d．恥。be蟹che（紐2）； 調　査　．諏『積 8 12

Hbhe　d．　Xrauも8chicht　（儀）ε 葦本層の高さ 0．4 0．2

Deck囎9δ．　Kr舷utschichも（％）＝ 尊三層植被峯 95 90

Ar七e轟zah1； 王　　　』　’ lO 23

τre鳳n＆rもen　d．　Gese113chafも＝ 群落2～分種

Polygon㎜　七h竃Σnbergii ミゾソバ 2・3 2．3

Epilobium　pyrτicholophu鵬 アカパナ 十 3・3

Ra轟犠捻CU13　cantoniensis ケキツネノボタン 十 1・2
8egleiもer：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随 伴　種

Oe【1an七h3　java轟ica セ　　リ 44 3・3

E｛1ui3e七㎜　arve轟5e スギナ 2弓 1・2

Trifoliu爆　repe轟s シロツ．メクサ 十 2・3

蓋「a8turtiu童皿　offici轟a】Le オランタ’ガラシ 2・3 ●

Ru厩ex　ob七u8ifolius エゾノギシギシ 1・2 o

P1㎝もago　　a3iaもic巳 オオバコ 十 o

Caユ1iもriche　var臓a ミズハコベ 十 o

Viola　verec犠nd＆ ツボス　ミ　レ
畢 2・3

♂U轟cus　eff竃ユ8U8　v＆r．　decipien8 イグサ ． 2・2

Chrysosp三eniu服　頭acrO3もemo窺 イワボタン o 2．2

｝取dro60tyle　釦臨ariもim＆ ノチドメ ． 2・2

S七月目lari厩　a13i烈e　vεしr．　鋤du1＆もa ノ　ミノフスマ ● 1．2

（｝lyceria　　ischyroロe1ユr8 ドジコウツナギ ・ 1．2

Poa　praもens或5 ナガパグサ o 1・2

Car（1ami轟e　　flexuo8a ^年ツケハナ o レ2
Pote轟tilla　centigra轟a ヒメへどイチゴ o 1・2

Arもe擶i8ia　　pri轟cep8 ヨモギ 辱 1・2

A捻⑧iユe醗恥　kei呂＆k イボクサ o 1・2

Sセ臨y8　j＆ponic呂　v艮r。　i轟もe踏me丘ia イヌゴマ 唇 ＋・2

｝Ii田1ユlu5　nepalen8i8 ミゾホウズキ ． ＋・2

Ma乞u8　mi〔王ueユii ムラサキサギゴケ o ÷・2

Erigeron　a職u蟻8 ヒメジョオン ● 十

1田P＆もie轟8　tex㌻oτi ツリフネソウ ● 十

一i3caath犠8　silleasi8 ● 十

琉騨薩｛玉ort鍔査地＝　恥ほ；親倉高羅団地南， 恥．2＝権現沢西
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よび人為的な干渉に対応して，独特な雑草群落が発達している。この雑草

群落にはコナギ，ウリカワ，タマガヤツリなどのユ年生で草丈の低い，し

かも早堀素性の共通した特徴をそなえた雑草が見られる。

　この水田雑草群落は，耕作が停止された直後，群落の様柏は一変し，そ

れ’まで侵入をさまたげられていた種群が直ちに生育しはじめ，いわゆる水

田放棄：地雑草群落が形成される。群落構成種にはミゾソバ，アカバナ，ケ

キツネノボタン，アシボソなどが多く，コブナグサも出現度が高い。これ

らはすべて好望素性植物であるが水田に残留する窟養分が持続するまで生

育をつづける。　　　　　　　　　　　　・

　調査地内での野分ではセリ，スギナ，イグサなどの多年生水田雑草が多

数出現するが，これらは：水田のそれまでの管理が比較的粗放であったこと

を示している。

㊤①　ヤナギタデ群落他（池底短期エ年生草本植物群落）（了ab．20）

　　P・りg・π臓んy♂γ・μμγ一Gesellschaft　u．　a．

　　河川の中～下流域の泥土が堆積した裸地，池沼，貯水池，排水溝の岸部

　など季飾的に水位が変動する場所には，1年生草本植物を主体とした短期

　1年生草本植物群落が生湾する。わが国の場合は，降水量の少ない，しか

　も高温多湿な7～9月に集中して，これらの群落が発達する。

　　この短期1年生草本植物群落は，水位変動によって土壌が空中にさらさ

　れる期間の長さ，および減水後の土壌の保水力によって異なる群落が配分

　する。

　　塩晟市矢沢のなますや池は灌慨世の入工貯水池であるが，30。内外の傾

　斜をもつ堰堤の下辺部に数個の群落が細く帯状に生評しているのが観察さ

　れた。減水後も池底の湿潤な泥土上にはヤナギタデが優占して生育し，キ

　ツネノボタン，ウシクグなど16種の植物が生育している。これより高い

　位置ではヤナギタデの構成種の少ない帯がつづき，さらにヒメテンソキ
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R乞oo砲sp．で特徴づけられる群落が細く帯状に配分する。これよりさら

に高い位置にはニワホコリ，ハッカ，ヌカキビで特徴づけられる群落が生

育する。それぞれの群落の帯の巾は0．5彿内外であって，最も低い位置の

ヤナギタデ群落から最高所のエワホコリ群落までは垂直的に25㎜内外で

ある。

⑳　アケボノソウーヒロバノドジョウツナギ群落（Tab．21）

　　5ωθγま乞αゐ乞加αo♂α6α一〇∠yo6γ乞α　♂8pま。♂67｝乞3－Gesellsehaft

　　調査地域内において，丘陵間に侵蝕形成された翼状地に，流水辺にそっ

　て湿生草原が発達している。群落は高さ1．5班内外に達し，90％内外の

　草本植物で構成されている。群落構成種にはヒメシダ，チダケサシ，チゴ

　ザサ，アゼスゲ，ヒロバノドジョゥソナギ，サワギキョウ，ヒメシロネな

　どの水生の多年生植物が見られ，さらにミゾソバ，ツリフネソウなどの水

　男生の1年生草本植物も混生している。出現種数は多く，25～34種を数

　える。

　　この群落はアゼスゲ群集と共通種が多く，類似の群落と考えられる。し

　かし，アケボノソウ，ヒロバノドジョウツナギを区分種としてアケボノソ

　ウーヒロバノドジョウツナギ群落として別個の群落単位にまとめられた。

　立地条件下に生育している。　後背湿地などの手頃な水湿地であるのに対

　し，アケボノソウーヒロバノドジョウツナギ群落は，山間の渓流辺という

　環境条件をもっている。

　　アケボノソウーヒロバノドジョウツナギ群落は，調査地内の高尾山の南

　方の渓谷状地に見い出された。また夏明細では水田耕作放棄地に見られるタ

　チフウロの多い植分もこれに含められる。
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　　　　　　　　　　　　Tab．20　ヤナギタデ群落他

Po∠31go7LZ轟η乙　ん3μオγop乞p8γ一Gesellschafも u．a．

通　し　番　考 1 2 3　　4 5　　6
Nr・　｛L　Aufn＆㎞e　3　　　　　　　　　　　　　　調　　査　　番　　’暑 U8 U9 123122 121120

Da七u厨δ。　Auf澱ah顕e＝　　　　　　　玉屑年月目 177 ，77 撃77，77 ，77蜜77
ユ0 10 10　工0 10　10
23 23 23　23 23　23

恥he軽潮eer（。ユ〉ε　　　　　　標　　　　高 830 830 83◎830 830830
欝轟ilε1，　　　　　嘉　　舞Grδβe　d．　Probefl銭che　　（m2）3　　　　　　　調　　査　　面　　積

　L

@o
Q5

LP2

S饗．S貿

P5　15
O．50．5

S曾　SW

P5　15
O．50．5

Hbhe　a。　Kra疑七schich毛（m）；　　　　　箪本麿の．高さ 0．3 0．1 0£鷹0ρ50。】，0．1
Decku織9　＆．　Xrautsc熱ichも　（％》＝　　　　華：三層穂被率 80 40． 60．．70． ．7◎　60

Arte箆zah1＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　　現　　種　　数 16 9　　8 11　　5

融n凹culUS騨e1Pae姉e轟si8　　　　キツネノボタン 1・2 ． 孕　　．　　　　　●　　． ・　　　　　　　　o

恥uiseも面＆rvense　　　　　　　　スギナ ÷・2 o o　　　　　　　　量 夢　　　　　　　　o

Erigero臓a㎜UUS　　　　　　　　　　　　　　ヒメジョオン 率・2 o ●　　　　　　　　● ●　　　　　　　　o

Cyp⑧rus　or七hosもachyus　　　　　　　　　　　ウシクグ 率・2 ● ●　　　　　　　　　o ．　　　　　　　　■

｝｛i…恥1us　nepale無sis　　　　　　　　　　ミ．ゾホウズキ 乎 8 o　　　　　　　　　● ■　　　　　　　　●

Bidens　fron（！osa　　　　　　　　　　　　　アメリカセンダングサ や ・ ●　　　　　　　　o ．　　　　　　　　●

」皿cus　a1εもUS　　　　　　　　　　　　　　ハナビゼキシ罰ウ 十 ● ●　　　　　　　　・ ・　　　　　　　　●

Ju登cus　もeロuis　　　　　　　　　　　　　　　　　クサイ 　十曹　　　一　　一　　－　　聯　　　廟
● ●　　　　　　　　o

黶@一　一　輔マ

・　　　　　　　　　畳

C＆∫aa撮iae　flexuosa　　　　　　　　　　　タネツケバナ 十 ●　　　　　　　　●

@　　　　1
●　　　　　　　　●

Ec痂。醐⑫cruρ一galli　　　　’‘ヌエビCenもipeda孤iロi偲a　　　　　　　　　　　　　　トキンソウ ・　十

ﾒ　十

　O

戟D2

　十　　　・　‘

R・4　・1

●　　　　　　　　●

｡　　　　　　　　，

梅ZU83ap。niCUS　　　　　　　　トキワ’・ゼ ○ ・　3・3畢 ◎　　　　　　　　●

Rorippa　isla鳳dica　　　　　　　　　　　スカシタゴボウ 匪2嘩2 ● 1・22・2奪 事　　　　　　　　●

Polygom聰hyδropiper　　　　　　　ヤナギタデ 多5。5 3．3 三・2　1。211・2 ●

Cyperus　brevi£01ius　valr。　leiolepis　　　ヒメクグ
d10C滋3ri8　CO轟gesもa　　　　　　　　　　　　　　　ハ　リイ

，土2．　　・

二＿
?

こ＿　＿凶2・2　。

1・2：2・2　1・2　　　　鳳　　　　　　　　響

Hyoporic㎜　1axw羽　　　　　　　　　　　　　　　　コケオ　トギウ o 十 2・22・2 1・24・4
冠icci＆　sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、タケゴケの一額 ● o 2・2　。 嘔　　　　　　　　●

Fi⑳br13毛ylis　auもU㎜ali8　　　　　　　　　　　　　ヒメテンツ　キ ■ ● 1・22・2 o　　　　　　　　O

Phylla且thus顕aもSu臓ur＆e　　　　　　　　　ヒメ　ミカンソウ ■ o ・←・2　・ 3・3　・

Vio1昌verecu纂aa　　　　　　　　　　　　　　ツポスミ　レ ・ o 。　　十 ・　　　　　　　　●

0）【alis　cor轟ic犠1a七＆　　　　　　　　　　　　　カタバミ o ・ ’　　や 1麟1　・

p＆spalu厩七hu亘bergii　　　　　　　　　スズメノヒエ ■ o ●　　　　　　　　o 2・2　・
◎en組the　　3ava』｝ica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　リ ● o o　　　　　　　　・ 十　　　・

S＆1ix　3夢． 曾 o ・　　　　　　　　o 十　　　・・m9・・・・・・…t…u・ir　　工麗雪囲潮絵夏もha　arve鷹8i蕊　v巳r。P】Lper88CO旦3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハフカP亀aic㎜　bi8猿1cat㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌカキビ

o●十 ●　　　　　　　　●

潤@　　　　　　　●

怐@　　　　　　　o

2・32．2
{・2　＋

P・11・2

池dor七調査地3　Nr．1～6：壌緩市矢沢なますや池
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　よ購講鐵嚢議論箋護難勢撫叢誌叢護灘講灘難

灘灘i．

Pho　t．質　季節的に水位変動のはげしい池沼内のヤナギタデ群落

（物　ヒロバコンロンソウーツルネコノメソウ群落（Tab．22）

　　oαγ面η乞π・αPP・πぬ・4α6α一〇んγy8・3μ懇懇撚∫∠α9・〃乞プ・γ払窺

　　一Gesellschaft

　　ツルネコノメソウ，ヒロバコンロンソウ，オタカラコウで区分される群

　落で湿生の多年生草本植物群落である。

　　このヒロバコンロンソウーソルネコノメソウ群落は群落区分種の他，ツ

　リフネソウ，シシウド，アカソ，トリカブト，タイアザミなど比較的高茎

　の多年生草本植物が混生している。

　　しかも，これらの高茎の多年生草本植物はヨモギクラスの構成種が多い

　のが特徴であるが，群落下層に生育する群落区分種であるツルネコノメソ

　ウ，ヒロバコンロンソウなどはヌマハコベータネツケバナ類クラスに含め

　られ，群落階層別に他群落構成種がそれぞれ住み分けているといえる。し

　かし，ここでは生育立地が谷頭部の河川の発生地として伏流水が最初にに

　　　　　　　　　　　　　　　一152一



　　　　　　　τab．22　ヒqハ＝3ンロンソウーツルネコノメソウ群落

0αγ6α疵π・αPP8属乞・拐αオα一〇んγy・・3μ・π乞魏∫∠α9・♂♂乞∫・γ撚一Gesel王seh畿fも

通　し　書　弩 1 2

翼r。　（1。　ムufna訟me＝ 調査　爵畢 35 37

D舷t㎜　d．　A疑fぬah田e富 講奮年月　日 撃77 サ77

6 6

9 9

ヨbhe砥．醒eeτ（鵬）； 標　　　　高 20 92◎

Exρ03iもion3
蜉r謔P二、。撒、。（。・〉、

方　　　　　位

X　　　　　斜

ｲ　査　面積

翻　5　辱 黄10　3

艶聞e＆．簸・昆UもSC滋ichレ1（羅）： 草本簗1灘の高さ 伽 0．6

かeck⑳g　a．激麟3chichも一1（％〉： 箪本纂1膠縫鞍皐 麟
20

Hづhe　δ．　翫＆“も呂。溢ichrb－2　（蹴）＝ 葦本章2層の高さ ．2 ◎．3

Decku且琶　d。　董ζr＆uもgchichも一2　（％）＝ 車本塞霧2屡樋毫鐘辱二 5◎ ？5

Deck湿9δ．瀬・。sschi磁t（％）； 蒼層の橿該薬
30 60

Arもen箔邑h1： 出　　　種 12 隷
τren捻ξ乞Σ・ten　d。　Gesellscぬ舷玄も： 群落区分種

Chでysosple轟i㎝　　ヨユagelliferUj箋 ツルネコノ　メ　ソ　ウ 鼠2 3・4 v
Cara農職ine　＆P…｝e【≧（1icula七魯

ヒΩハコンロンソウ 滋 三・1 v
Ligularia　fischeri オタカラコウ　　　　　　　　　董く1 K2一 ま V

鋭91ei毛・r・　　　　　　　　　醸 伴　種
1磁P＆もien8　もexもori

ツリフ冬ソウ
疑2 1・1 V

Angelic＆ρubescen8 シシウド K2 十 v
Aconitum　japoaicum　vaτ・　鵬on七an㎜ ヤマトリカブト　　　　　X1 K2一 ま v
Sもe1】L｛しria　alsine　var．　un（1ulaもa ノミノフスマ K2 ＋2 ●

Boeh斑eria　七ricuspi8 アカソ K2 や ■

Ligust㎜　七3choao8kii ミヤマイボタ K2 亭 ・

Equiseも㎝arvense ス　　ギ　　ナ K2 十 ．

㌘01ygo鷺um七hunbergii ミゾソバ 鯉 十 ●

Cir5iumロipPo職ic㎜var・i且comptum タイアザミ
K2 ・ v

Viola　ve三recund＆ ツボスミレ
K2 蓼 v

C＆＝・ex　mollic蟻］La ヒメシラスゲ X2 ■ V
Dicr＆漉鵬　3P． シッポゴケの一種 麗 3・3 v
勘i田n3P・ チ罰ウチンゴケの一種

鰻 o V

㎞do武　調査地＝塩尻市東山井戸南

じみ出る場所に発達した群落であり，ヌマハコベータネツケバナ類クラス

の一群落としてここではまとめた。

㈱　アゼスゲ群集（Tab。23）

　　　　Caricetu鵬　 thu頁bergii

　　　河川の後背湿地や，山間の地下水位の高い谷状地の湿原など．にはしばし

　　ばアゼスゲの優占する植分が観察される。同様に，丘陵間の低地に造成さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一153一



れ水田が耕作を停止された場合などにもアゼスゲ群集が園復途上の群落と

して生育している。

　調査地域内には各地に水田耕作が停止され，遷移途上の湿原が散在して

いる。これらの湿地には主としてアゼスゲが優占している。さらに，ドク

ゼリ，イ，セリ，アブラガヤ，サワヒヨドリ，ヒメシダ，ヨシなどのヨシ

クラスの種も高い常在度で生育し，・またヤナギ類も出現しはじめている。

群落内にはなおミゾソバ，アカバナなどの水田耕作停止直後に生ずる好窒

素性1年生草本植物も残存している。

　アゼスゲ群集の立地は，カサスゲ群集よりもより貧養状態にあり常に停

滞水でうるおされる土壌条件にある。この群落は遷移の進行とともに一旦

ヤナギ林の形態をとるが，終局的にはハンノキ林に発達する可能性をそな

えている。

⑳　・ヒロバノドジョウツナギ群落

　　0∠y・艀乞・∠・μ・島μ3－Gesellschaft

　　山間の傾斜のある谷状地に造成され，比較的生産力の低い谷野困とよば

　れる水留の耕作が放棄され，しかも周辺の山地から無機水の供給を受ける

　立地にはヒロバノドジョウソナギ，セリ，オランダガラシなどの渓流生の

　種群が生育しはじめる。

　　ヒロバノドジョウツサギは1舵内外に達して叢状に生育して群落を形成

　する。またセリ，オランダガラシは地表面に接し，密生しながら共存して

　いる。

　　ヒロバノドジョウツナギは一般的にはわが国のブナクラスの流水縁に生

　育し，欧州の低地に広く分布する0∠y・θγ記那α読疲αと生育形・生育地

　ともによく類似している。たyし，わが国のヒロバノドジョウツナギの分

　布地はや玉門である。
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　Tab．24　ヒqハノドジョウツナギ
0♂y…　乞・∫・μ・♂・μザGesellschafも

Nr．　虚。　Aufnahme：

1）atum　a。　Auf澱畿hme＝

調　査　番　号

爾査隼月臼

Kδhe髄．腫eer侮）言　標嵩
恥・siもi・m　　　　　方　　　位
田eig㎜9（。〉・　　　　傾　　　麟
G。bβ。＆．P。。b。躍。h。（醗2）、調査面積

壬…δhe　d．　Kra疑もschich七　（m）；　　草茶層の高さ

…）eckungδ．　Krau七schichも　（％）原本雇植被率

Arもe籍zah1＝　　　　　　　　　　　　　　　出　　境　　種　　数

聖reロn8rもd．　Gesellschaf七：群洛区分種

　Glyceria　lep七〇lel》is　　　　ヒロバノドジョウツナギ

Arもa．　Phτ＆即鎚eもea　3　　ヨシクラスの標徴種

　◎e簸aa七he　3ava轟ica　　　セ　リ

Begleiもeτ3　　　　　随伴種
　聾＆sもurも川副of2icinale　　オランダガラシ
　Polygo駆ur口七hunbergii　　　　　ミゾソバ

　恥uiseも㎜arvense　　　ス　ギ　ナ
　£㎜ex　obも疑sifolius　　　　エゾノギシギシ

Fundorも　調　査地：i訴倉高羅団地南

69

奪77

6

10

890

　L

　2

　三

．90

　6

3・4

4。4

3・3

1・2

1・2

十

㈱　ヨシ群落（τab．25）

　　Pんγα9窺乞688　00η3ηzz6η，乞8－Gesellschef七

　　池沼や湖の岸部にはヨシが最も優占し，いわゆるヨシ原を形成する。利

　根用の中流から下流域にかけての後背湿地，木曽三州の河口部，淀lli下流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巌　部などのヨシ原は特に有名である。

　　ヨシの生育域は，一般に停滞水にひたる泥湿地であり，富栄養湖の岸部

　ではとくに発達し標高が4衡にも達する門門もある。しかもその生育立地

　の巾はきわめて広く，海岸付近の塩沼地から，高層湿原の周辺部にまで分

　布している。

　　調査地内のヨシの優占する植分は各地に散見されるが，いずれも谷戸状

　地の水田わきに小規模に生育している。共存種にはキショウブ（欧州より

　帰化），ヘラオモダカ，サヤヌカグサなどのヨシクラスの種が見られる。

　水位は常に10～30侃内外にとどまり調査地域内で見られたヨシクラスの
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　　　　　　　　　Tab。25　ヨシ群落

Pんγα卿藁蓑¢3・・肌伽冠3－Gesellsehafも

麓r．　｛1．　Aufna㎞e　3

三）轟もU賀真　d，　Aufnah搬e暑

調　査　番　号

講査年月日

H6h＄u。琵eer　（盈）；　　　　　　　標　　　　　　高（蹴）

Bxp。81も三・罵　　　　　　　方　　　位
餐・i脚9（。）・　　　　傾　　斜（・）
G「bβed・Pτobef1乞che（m2）；調査薦種（㎡り

鷺6he　a・Kr膿3chic批（m）書草本簡の高さ（m）
Peck凱g　d・Krau七scMchも（％）3草本層橿被率（％）

Arもen影a滋1＝ 出 種　数
τre㎜＆τte捻乱Geseユ13ch＆£加群落区分種

三）hrag魏iもe8　com鋤unえs

Iris　p8eudacoru8
Leer8ia　8aya】コLU敵a

AΣism島　caゑalic“1a七um

緬dorも

ヨ　　　シ

キショウブ
サヤヌカグサ
ヘラオモダカ

調蕊地：由川浦鉱東

40

撃77

　6
　9

83◎

　る

　　・

25

1。7

80

4

5。4

1・2

＋・2

綾
　．

Phot．12

．麹．

襟；…；．

．難…i

翻

灘

低湿地に発達したヨシ群落
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群落の中ではもっとも水位が深い。

飼　イヌゴマーアブラガや群落（Tab．26）

　　s云α・んy・ブαP・π乞・αvaL乞πオ8朔・ぬα一5・乞γμ3ω乞・ん％γα・

　　一Gesellschaft

　　調査地域内のなます貯水池におい℃，ネコヤナギ群集の前面に，小規

　模ではあるが，アブラガヤの優占する植分が観察された。この群落は高さ

　1．5彿内外で，アブラガヤ，イヌゴマで区分される。構成種はわずか8種

　類であり，アキノウナギツカミ，ヌカキビなどの1年生草本植物（タゥコ

　ギクラスの種）などがとくに図立っている◎

　　群落の主体はアブラガヤであって，発達した根茎と，硬質の葉が叢状に

　生育する。アブラガヤは一般的には山地帯（ブナクラス域）の湖沼周辺の

　中栄養的な湿原に見られ，また尾瀬ケ原などにおけるように，中悶湿原が

　　　　　　　　Tab．26　イヌゴマーアブうガや群藩

3渉αoんy3ノαア。疵。αva瓦鵡渉8燦84乞α一50乞7μ8痂。加γα8－Gesellschaft

封r．d．真uf塾＆h踏e；

1｝＆もum＆．ムu丑捻践㎞e　3

泌込e縫．晦er（綴〉診

激20si毛iO鳳；
翼e瑠u鳳謬（o）含

6rδβe　4．　P製Qわe鶯駕che〈田2）：

驚he“．恥＆鶴菖。瓢chもく滋）茎
灘e磁u且窮＆．翫鍛輪磁ich宅｛％）：

ムτもe識匿舷熱h

調査番号
講査年男巳

籐　　　　里
方　　　　位
頗　　　　斜
講　査　面　穰

章本鰻の高さ
葦本屡鑓鞍纂

畠　現　種　数
賢田通齪もeE　a．3朋e11＄ch蕊fも群落区分種

　Scirpu錫賢ichur＆e　　　　　　アブラガヤ
　Sも昌C滋ンS　諺＆ρOnic＆　Ψ＆τ．　ia宅er田e《圭i紘　　イ　ヌニゴマ

8e琶1ei毛er；　　　　　　隠伴櫨
　201ygORU通g三ebo1δ慧　　　　　アキノゥナギツカミ
　鞠謎i83も㎜arve聰e　　　　　ス　ギ　ナ
　芝》飯珪e獄轟bisulC亀もU醜　　　　　 ヌカキビ
　冠chiZLoch1◎駐　cr臓魯一galli　　　　　イヌビエ
　…匙ori茎｝三）包　i8】LaエK玉ic＆　　　　　　　　　　　ス　ノ　ミ　タゴ潔ウ

　2U田ex　10識gifoliu3　　　　　　 イダイオウ

F竃職aor七　翻査地：塩規市矢沢なます池

　　　　　　　　　一157一
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暫77

10
23

83◎

醜
　3
15

1。5

3◎

　8

毒噂

1。2

3。3

1・2

÷．2

十



人為的な破壊によって裸地化された場所などにも優干する。本調査地域内

では貯水池の岸部にそってイヌゴマで特徴づけられるアブラガや群落が見

出されたが，この植分は，水位の変動の影響を強く受けるため，1年生草

本植物の多い植生単位となっている。

⑳　カサスゲ群集（τab．27）

　　Carieetum　 dispalatae

　　山地帯から低地帯にかけて，各地の湖沼の岸部や小河川に沿ってカサス

　ゲの優干する草原が見られる。このカサスゲ草原は，利根川や荒川などの

　大河川の沖積地に堆積した泥湿地上にとくに多い。この草原は，カサスゲ

　を標徴種としてカサスゲ群集と呼ばれている。

　　調査地域内では，カサスゲ群集の発達する条件をもつ立地は比較的少な

　い。しかし，丘陵内に流れる小河州にそって小規模ながら，カサスゲ群集

　Tab．27　カサスゲ群集
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の断片植分が観察される。カサスゲは植被率が80～90％に達し，ヨシ，

アブラガヤなどが稀に混生する。共存する種類は隣接群落から侵入したス

スキ，アシボソなどが出現しているQ

　カサスゲ群集は，水湿地の陸化群落の1つとして上級単位のヨシクラス

に所属されている。

㈱　ザゼンソウ～ヤマドリゼンマイ群落（Tab．28）

　　5y即♂・・αγμ3γθπげ・∠乞％3－08麗％認α8オγ翻・∠αシ6・π乞απ劔

　　一Gesellsehafも

　　谷頭部の湿生囲地や，流水辺の湿生地では大形シダ植物であるヤマドリ

　ゼンマイの群生する群落が生育している。

　　調査された群落は田川の最上流域の谷部に認められたもので，ヤマドリ

　ゼンマイの他にザゼンソウ，タニギキョウ，ツルネコノメソウ，スギナ，
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Phot．13　湿潤立地上でのヤマドリゼンマイ群落
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ツボスミレ，オオタネツケバナ，オタカラコウなど多くの湿生草本植物を

混生している。またカンボク，ウソギ，ミヤマイボタなどの夏緑性低木類

をも混生しているが植被率は低い。また地表面には蘇苔類が多く生育し，

植被率40％を占めており，常時湿生状態を保っていることを示している。

平均出現種数は34種と多く，ここではヤマドリゼンマイ，ザゼンソウを

区分種としてザゼンソウーヤマドリゼンマイ群落としてまとめておくが，

ヒ級単位など植物社会学的な位置づけは不明である。

⑳　アオウキクサーサンショゥモ群集（孚ab．29）

　　Lemneto－Salv重nietum　na乞a漉tis

　　ウキクサ群落は水田やため池などの水面に生育する浮遊植物群落であり，

　調査地域内の新倉高尾醐地畔の水田において植生調査資料が得られた。当

　地域のウキクサ群落は本州中部以南，四国，九州に広く見られるアオウキ

　クサーサンショウモ群集と認められ，この群集は群落体系ではアオゥキク

　サ群団LeHmion　paucicostatae，ウキクサオーダーLemnetalia，

　ウキクサクラスLemneteaにまとめられる。
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殆b。29　アオウキクサーサンショゥ笹群集
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